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SVM DRデスティネーションからのデータの提供

ONTAP SVMディザスタリカバリのワークフロー

災害からリカバリし、デスティネーションSVMからデータを提供するには、デスティネ
ーションSVMをアクティブ化する必要があります。デスティネーションSVMのアクティ
ブ化では、スケジュールされたSnapMirror転送の停止、実行中のSnapMirror転送の中
止、レプリケーション関係の解除、ソースSVMの停止、デスティネーションSVMの起動
が実行されます。
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ONTAP SVMデスティネーションボリュームを書き込み可能と
して設定

クライアントにデータを提供する前に、 SVM デスティネーションボリュームを書き込
み可能にする必要があります。

この手順は、1つの例外を除き、ボリュームレプリケーションの手順とほとんど同じです。SVMレプリケーシ

ョン関係の作成時にを設定した場合は -identity-preserve true 、デスティネーションSVMをアクティ
ブ化する前にソースSVMを停止する必要があります。

タスクの内容

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ディザスタリカバリシナリオでは、ソースSVMとそのデータにアクセスできなくなるほか、前
回の再同期後の更新に障害が発生したり破損したりする可能性があるため、ソースSVMからデ
ィザスタリカバリデスティネーションSVMへのSnapMirror更新を実行できません。

ONTAP 9.8以降では、System Managerを使用して、災害発生後にデスティネーションStorage VMをアクティ
ブ化できます。デスティネーションStorage VMをアクティブ化すると、SVMデスティネーションボリューム
が書き込み可能になり、クライアントにデータを提供できるようになります。

手順

このタスクは、System ManagerまたはONTAP CLIから実行できます。
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System Manager

1. ソースクラスタにアクセスできる場合は、SVMが停止していることを確認します。* Storage >

Storage VM*に移動し、SVMの* State *列を確認します。

2. ソースSVMの状態が「実行中」の場合は停止します。を選択し、*[停止]*を選択  します。

3. デスティネーションクラスタで、目的の保護関係を探します。* Protection > Relationships *に移動し
ます。

4. 目的のソースStorage VM名にカーソルを合わせ、をクリックし 、*デスティネーションStorage VM

のアクティブ化*を選択します。

5. ウィンドウで、[デスティネーションStorage VMをアクティブ化して関係を解除する]*を選択しま
す。

6. [Activate （有効化） ] をクリックします

CLI

1. デスティネーションSVMまたはデスティネーションクラスタから、デスティネーションへのスケジ
ュールされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path <SVM>: -destination-path <SVM>:

オプションと -destination-path`オプションで、SVM名のあとにコロン（：）を

入力する必要があります `-source-path。以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVMとデスティネーションSVM svm_backup`の間のスケジュールされた転送を

停止します `svm1。

cluster_dst::> snapmirror quiesce -source-path svm1: -destination

-path svm_backup:

2. デスティネーションSVMまたはデスティネーションクラスタから、デスティネーションへの実行中
の転送を停止します。

snapmirror abort -source-path <SVM>: -destination-path <SVM>:

オプションと -destination-path`オプションで、SVM名のあとにコロン（：）を

入力する必要があります `-source-path。以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVMとデスティネーションSVM svm_backup`の間の実行中の転送を停止します

`svm1。

cluster_dst::> snapmirror abort -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:
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3. デスティネーションSVMまたはデスティネーションクラスタから、レプリケーション関係を解除し
ます。

snapmirror break -source-path <SVM>: -destination-path <SVM>:

オプションと -destination-path`オプションで、SVM名のあとにコロン（：）を

入力する必要があります `-source-path。以下の例を参照してください。

次の例は、ソースSVMとデスティネーションSVM `svm_backup`の間の関係を解除し `svm1`ます。

cluster_dst::> snapmirror break -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

4. SVMレプリケーション関係の作成時にを設定した場合は -identity-preserve true、ソー
スSVMを停止します。

vserver stop -vserver <SVM>

次の例は、ソースSVMを停止し `svm1`ます。

cluster_src::> vserver stop svm1

5. デスティネーション SVM を起動します。

vserver start -vserver <SVM>

次の例は、デスティネーションSVMを起動し `svm_backup`ます。

cluster_dst::> vserver start svm_backup

終了後

の説明に従って、データアクセス用のSVMデスティネーションボリュームを設定します"データアクセス
のためのデスティネーションボリュームの設定"。
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